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1．調査の実施状況

ｌ）実施期間および゛担当者名

実施期間東京都水産試験場 東一

照雄※

場長国分

分場長塩屋

草苅

海況・漁況中川

米沢

竹之内

上田

塩検岡村

プランクトン武藤

卵稚仔伊藤

小泉

海上調査船長青沼

他

大島分場担当者同

正
男
爾
夫
郎
一
盛
夫
行
勇

一一一

政
純
卓
達
陽
光
二
正

r’

１６名

２）沖合定線調査

（１）実施調査船

船名

卜ソ数

主機

測深機

音響測深機

し~ダー

ロラン

電気水温計

ＳＴＤ

ＧＥＫ

サリノメーター

みやこ

１２７．３２トン 速力１０．３ノット

ダイハツ中速ディーゼル馬力６００ＰＳ

Ｔ・Ｓ－２型（鶴見精機製）ワイヤー１，５００抗

ＦＵＶ－１２型，ＦＭ－２２０型（古野電気製）

ＦＲ－１５１－Ｄ型（古野電気製）

ＬＴ－２Ａ型（古野電気製）

ＭＫ－６１（村山電機製）

９０６０型（プレッシー社製）

４型（理化学研究所製）

（オートラプエ業社製）

汐

ナ

￣￣△－－－－■

※現東京都経済局農林緑政部水産課長

－１－
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(3)調査項目

ａ、全測点において通常観測

海象…水温・塩分・透明度・水色・波浪・うねり・流向・流速・海深

気象…風向・風力・雲量・雲形・天気・気温・気圧

生物…⑮Bネット（０←150ｍ垂直曳き）

⑮ネット（表面水平５分曳き）

特異現象…魚群探知機による魚群分布

潮目の目視観測

ｂ、観測層（碗）

０～６００７７０，ＳＴＤ使用

(4)実施概要

ＣＯ

〃

9～１（】

なお，別途昭和５０年８月１１～２１日にＧ線における調査を実施したので，海洋観測結果を参考

資料として資料の項に添付する。

3）沿岸定線調査

（１）実施調査船２）の(1)に同じ

（２）観測定線概要図図1-2参照

（３）調査項目

ａ・全測点において通常観測

２）の(3)に同じ

ｂ・観li11I層（、）

０．１０．２０．３０．５０．７５．１００.１５０．２００．３００．４００（計１１層）

（４）実施概要

閂杏f王|＝

⑭

階灘|瓢の都合
r1

L」

次互、,ノ(
－３－

＝￣
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点 考調査員名 傭調査年月日

５０．６．９～1４

７．３０～8.2

８２５～２７

９．２６～２８

１０．７～９

【11:二二lWif：
米沢

小泉

米沢
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７ｂ

４）予報資料収集方法

大島漁業用海岸局入電資料

調査指導船"みやご’"やしお､､“かもめ輿"拓南画による調査資料

市場および一般漁船における聞込み調査

島しょ各漁業組合との電話連絡および聞込み調査

各水研・各水試および漁海況情報サービスセンター・水路部等の発行賛料

漁獲物の魚体調査資料

５）予報の発表

（１）漁海況速報

発行部数
および主な配布先

各回７２部

年間合計３，６７２部

主な配布光

東海区水研

水産庁

関係各県水産試験場

都下漁業協同組合

主な対象魚種

タカベ・カツオ・ハマトビウオ・メジ・マカジキ・

ケンーtﾉｰFイカ

”｡〃.”・ケ:ハナ=Fイカ・ｲｰｻﾌﾞ三F・

マカジキ

〃・イサニr・ケンサニドイカ・夏トビ・ハガツオ・メダイ

発行年月ロ

５０．４．７．］４．２１．２８

５．６．１２．１９．２６

６．２．９．１６．２３．３０

７．７．１４．２１．２８

８．４．１１．１８．２５

９．１．８．１６．２２．２９

１０．６．１３．２０．２７

小

"●〃●〃●"〃●〃

〃．〃・クサーヤモロ・メダイ・カツオ

〃・クサヤモロ・サワラ・クロカワカジキ・スルメイカ

ノｖ・’’・スルメイカ・カンミチ・ヒラマサ・

スマ

０

－４－

￣



発行部数
および主な配布先

その他の関係各官公庁

報道機関等

（計６２か所）

主な対象魚種

声己一丁ﾇｰｦﾜ7-5~＝テヲオ:~ﾗごｱﾌﾞｰＴｦﾗﾏｦｦｦラァー
ヒラマサ

”・アオダィ・ハマダイ・スルメィカ・ヒラマーサ・
スマ

春トビ･マカジキ･アコウ･サバ・ス'レメイカ・ヒラマサ

”.〃．〃・カツオ・メダイ・ﾋﾞﾝｦｰｶﾞ

発行年月日

５０．１１．４．１０･’７．２５

１２１．８．１５．２２

５１．１５．１２．１９．２６

２．２．９．１６．２３

３．１．８．１５．２２．２９ 〃。〃・カツオ・ビンナガ・メジ・メダイ

①

(2)その他の予報公示方法

「大島分場だより」（月２回刊行）に各種調査結果および予報を掲載。

大島漁業用海岸局より漁海況調査結果の無線放送および゛港内放送による停泊漁船への周知・

その他新聞等への公示。

へ

⑤

2．調査の研究結果

１）海洋状態の推移と特徴

（１）黒潮の動勢（図２）

４～７月にかけて遠州灘～豆南海域では安定したＮ型海況が持続したが，４月に九州ＳＥ仲に

発生した離岸現象は徐々に東遷し，７月末には潮岬Ｓで95マイル離岸した状態となった。

この蛇行の東遷は８月以降速度をゆるめながらも規模の増大を伴なって存続し，１０月後期には

蛇行の最も東よりの部分が八丈島に至り，岐南端は３１°Ｎ以南に達した。

これらの経過から８月以降の海況は多くの海洋関係者によって昭和３７年以来１３年ぶりに発生

したＡ型海況と断定された。

１１月になると大型冷水塊を伴う蛇行が前月までの動きとは逆に西に移動し，規模も若干縮小し

たかにみえたが，１２月には紀伊半島からＳＥ方向に張出す型で安定し，蛇行の最南端部は138.Ｅ

付近で30.30Ｎに達した。

５１年１～３月は蛇行が紀伊半島ＳＥ沖に大きく張り出す型でほぼ安定して経過したが，２月に

は蛇行の反転部が紀伊半島付近まで達し，この結果熊野灘～遠州灘にかけての沿岸部では黒潮が

著しく接岸して流去した。

｡

－５－
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(2)沖合定線調査

ａ、２月上旬観測（』線）

黒潮流軸は大島付近を流去している模様で，Ｓｔ．Ｏ函～Ｏ汀（大島Ｓ～三宅島Ｓ）ではＳＥ

～ＮＢ方向，１．５～1.0Ｋt・の流れが観測された。

Ｓｔ、03,ではＷ１．８Ｋt．，ＳＬＯ３２の南方ベヨネーズ礁付近ではＥ2.0Ｋt・の相反する強い

流れがあり，その中間の海域には表面水温１７℃台の冷水帯が観測された。

Ｓｔ、028～０３０，０３３～０Ｍでは２００加層まで１８～１９℃台の一様な水温垂直分布を示し，

特に８t、034では２００加層まで19.1℃，34.72雌であった。

ｂ，３月上旬観測

前月観測時に異常のみられたＳ1.03,～０３３の３測点について観測を行なった。表面水温は

１８．２～１８．５℃で，前月観測された１７℃台の冷水帯および1Ｅ向の反流域は存在しなかった。

(3)沿岸定線調査

ａ、４月中旬観測

前月の観測時に比べ黒潮流路はかなり北上し，２００加層１５℃の等温線から推定した黒潮本

流は御蔵島～三宅島間をＥＮＤに流れている。この黒潮本流からの分枝流は野島崎に向けて張

り出しており，外房仲の冷水塊との間に潮目を形成している。

一方，相模湾にある低温水は新島の南側沖合まで張り出し，これと黒潮系水が接する神津島

付近では顕著な潮目が形成されている。

ｂ、５月中旬観測

調査海域の海流をみると，伊豆半島東側の８t．Ｔ６～Ｔ８のＮ％Ｅ～Bi光Ｗは０．２～0.5

Ｋt・で，他海域はほぼＮＮＢ～ＥＮＥ，２．５～３Ｋt・の強い海流がみられた。

また，黒潮流軸の指標である２００加層１５℃の等温線はＮＥの方向に三宅島～御蔵島間に分

布し，黒潮流路は三宅島～御蔵島間を中心としてほぼＮＥに流出しているものと思われる。

水温垂直分布では，野島崎Ｓ線をみるとＳＬＴ１４～Ｔｌ７にかけて２２℃台の高水温力羨面

から３０～４０版層までみられ，特に黒潮流路の中心部とみられるＳＬＴ１５～Ｔｌ６の間では

２１℃台の水温が１００層までみられた。

一方，水温水平分布では，各廟とも等温線がおおむねＭ２方向に走っており，表層では大島

南西部のＳＬＴ６で１８．４℃を示した他は１９～２２℃で，５０～２００加層では８１．Ｔ６の５０碗

層で１５．１２℃と低温水域がみられた他は各層とも顕著な変化はなかった。

ｃ、６月中旬観測

黒潮流軸の指標である２００痂層１５℃等温線の位置から判断して，黒潮本流は御蔵島近海を

の

－７－



ほぼＥに向って流れている模様である。

また，三宅島東方海域にはＮＮＥ～ＮＢに向う高水温の速い流れがあることから，この海域

に黒潮分枝流があるものと思われた。

一方，新島・神津島の西方海域には比較的広い範囲にわたって１８℃台の冷水域があいこ

れをとり囲むように反時計回りの流れがみられた。

また，伊豆諸島北部海域は冷水域および沿岸水の流入があるためか全体に水色が悪く４～５

であった。

｡、７月下旬観測

調査海域の海流をみると中部海域である神津島～三宅島付近ではＥの方向へ１．８～３．０Ｋt・

の流れがみられ，特に三宅島付近北側にＥ３．０Ｋｔ．という強い流れがみられた。

一方，北部海域では1Ｋt・前後の複雑な流れがみられ，それに伴い複雑な潮目を形成してい

た。

水温分布では，黒潮流路の指標である２００加層１５℃の等水温線は神津島から三宅島近海を

通っており，透明度も中部～南部海域で２５１１T前後と清澄な海水がみられた。

これらのことから推測して，黒潮本流は神津島～三宅島線を中心として１０～ＢＳＥに流去し

ているものと思われる。水温水平分布では，特に表層で南部からの暖水の張り出しが強く，黒

潮流路と推定される海域はもちろんのこと列島線西部の伊豆半島近海まで２７℃の高水温帯が

みられた。また，利島～新島付近には一部冷水域がみられた。

水温垂直分布では，表層から１００ｍ層までの水温差が１０℃前後と著しかった□

e、８月下旬観測

２００加層１５℃等温線から判断すると黒潮流軸は下田ＳＥ約１０浬・波浮港Ｓ約３浬･野島崎

ＳＳＥ約１２浬を結ぶ線上にあり，黒潮は近年になく接岸して流れていた。

黒潮本流は大島～新島間の海域をＮＢ～Ｅの方向に2.0ないし３．０Ｋt､の速さで流れていたが，

本流の南側には神津島Ｗ海域で分枝して御蔵島Ｓを流れる分枝流が観測された。

大島～御蔵島の全海域は水温２６～２８℃の暖水に覆われていたが，黒潮本流および､分枝流の

影響で各所に潮１１が形成されており，複雑な海況であった。

ｆ、９月下旬観測

黒潮本流は先月と同様，大島～新島間の海域をほぼＢに流れていたが，大室出しから三宅島

にかけてＳに向う流れがあったほか，新島の東側近海にはＷに向う1.0Ｋt・の流れが観測され

た。

表層の流れと水温の垂直分布から考えて，野島崎仲では黒潮は２分して流れていた模様であ

企
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る。

流速は最高で２．２Ｋt．と先月の最高３．０Ｋt・に比べて遅くなっていた。

大島から御蔵島にかけての全海面は２６～２７℃台の暖水に覆われており，各層の水温も先月

とほぼ同様であったが，新島から御蔵島にかけての２００加層水温が先月より２～３℃前後低か

った。

９．１０月上旬観i'''１

今回は低気圧の影響で十分な調査を実施できなかったため，黒潮の正確な位置の把握は困難

であるが，前月に引き続き遠州灘沖の冷水塊を迂回して八丈島のＷを北上した後，大島～新島

間をＥＶＥに向う流れと新島～三宅島間をＮＭＤに向う流れとに分枝して流れていたものと推

定される。

各観測点の流速についてみると，Ｓｔ、Ｔ１～Ｔ４ではＮＮＥ，ＳＬＴ５～Ｔ８ではＢＮＥへ

0.8～２Ｋt・で流去し先月より流速は幾分弱くなっていた。

ｈ、１１月中旬観測

運航の都合上定線調査を中止し，下田～鳥島間の表面水温及び流向・流速について測定した。

下田～青ヶ島間ではＥ～ＢＮＥに向う流れが，青ヶ島～鳥島間ではＷＮＷに向う流れが観測

されたが，いずれも０．２～１．５Ｋt．とそれほど流速は速くなかった。

黒潮は遠州灘沖で冷水塊を大きく迂回した後，ベヨネーズ列岩～スミス島西側近海をＮＷに

向い，その後，向きを変えて新島～御蔵島近海をＥＮＥに流れていたものと思われる。

表面水温は黒潮の流れていると思われる新島～御蔵島の西側海域では２２．８～２３．３℃とそれ

ほど高くなく，御蔵島西側～黒瀬付近で24.0～２４．３℃と最も高かった。

i、１２月下旬観測

石廊埼・大島・新島によって囲まれる海域ではＮＥに向う３～３．５Ｋt・の速い流れが観測さ

れ，これが黒潮本流であったと思われた。

黒潮流軸（２００加層１５℃等温線）は石廊埼のＥ１５浬付近を通っていたが，観測点が少なか

ったために大島～野島埼沖にかけての状況は不明である。ただ，流向・流速からみて，流軸は

大島・野島埼にかなり接近したところにあったものと推定される。

新島のＥ５浬付近にはＷに向う反流かあり，式根島～神津島間にＳＥ方向のはっきりした潮

目が形成されていた。

一方，三宅島のＮ５浬付近ではＥＮＥに向う２Ｋt､の流れが観測されたが，これは分枝流で

あったと思われる。

各測点ともＯ～１００，７２属付近までは水温差が少なく，いわゆる冬型の水温分布であった。

６
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表面水温は８ｔ、Ｔ７を除いて，１９．７～21.1℃で大きな差はなかったが，新島の東側海域が

やや低めであった。

j、１月下旬観測

２００，層１５℃等温線から推定すると，黒潮流軸は石廊埼ＳＥ１４浬・大島Ｓ１０浬・野島埼

Ｓ１７浬付近を通っており，黒潮本流は大島～御蔵島間をおおむねＥ方向に流れていた。

流速は大島近海と野島埼沖で速く，新島近海で遅い傾向がみられた。

新島の東側海域は地形の影響で流向が周囲の海域と異なることが多いが，今度の観測でもＮ

に向う０．８Ｋt、の流れが観測された。

水温はＯ～１００加層付近までは温度差が少ないが〉逆転層の形成されている海域もあった。

表面水温は大島近海で１６℃台，大室出し～新島近海で１７℃，三宅島・御蔵島近海で１８℃

台と南高北低の傾向がみられたが，この傾向は深層部ほど顕著であった。

k、２月下旬観測

流向・流速はＳＬＴ１０～Ｔ７（伊豆半島Ｓ線）ではＮに向う流れ，Ｓｔ．Ｔ１７～Ｔ１４（野

島埼Ｓ線）ではおおむねＥへの流れ，８t・Ｔ２・Ｔ４ではＮＥへの流れが認められた。しかし

流速が最高でも１．２Ｋ１．と遅かったこととおよび200疵１５℃線が幾本か考えられることから

黒潮流路がはっきりしない海況であった。

各層の水温分布や表面流等の状況から黒潮は神津島近海から新島～三宅島間を通り，野島埼

仲に流れていたものと思われる。

また分枝流と思われる北上流が神津島の西側から伊豆半島東岸沿いに観測された。

表面水温分布はＳＬＴ１７～Ｔ１１を結ぶ線以南の海域がおおむね１７℃台，それ以北では１６

℃，大島以北の海域で１５℃台であった。

また１００加層に及ぶまで類似した分布を示し，２００，層水温は１３～１６℃台であった。

塩分量分布は３４．６～３４．７％0前後で表面がやや高い傾向があった。

全般に潮目や反流が各所に形成され複雑な海況であった。

一方，水路部が２月２２日から行なった観測では八丈島の西側近海からＮＮＥに向う比較的

速い流れが観測されており，黒潮はこの流れと前述の“みやご・が観測した流れとに分枝して

いたものと思われる。

１．３月下旬観測

黒潮は先月に引続きおおむね大島～御蔵島近海を流れていたが本流と思われる三宅島近海を

ＮＢに向う流れと利島～神津島を含む海嶺と伊豆半島間をＮＥ～ＮＭＢに向う流れとに分かれ

ていた。

△
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この二つの流れは野島埼仲で合流しＮＥ～ＢＳＥに向う流れを形成していた。

先月は最高でも１．２Ｋt．と流れが遅かったが，今回は三宅島と野島埼仲で２０Ｋt、の流れが

観測されるなど全体的に流速は速くなっていた。

表面水温は黒潮本流が流れている神津島の南側から三宅島にかけて１９℃台とかなり高く，

各測点・各層とも平年より高めの水温であった。

(4)プランクトン出現状況

各月の沿岸定線調査および２月の沖合定線調査で⑤Ｂネットの垂直曳きにより採集した廷

１８８測点のプランクトン試料について，沈避量・湿重量の測定とプランクトン組成の調査を行な

った。月別の採集側点数は表１に示すとおりで，１１月は海上模様が非常に悪く観測ができなかつ

た。

表’プランクトン採集測点数(⑮Ｂネット）Ｔ

iMifiiil;i二莞戸i戸＝f二+=１丁Hミヤ1６１９１８１９１８１８７０１０１８１８１７

１０

１８８計 １６１９１８１９１８１８７０１０１８２８１７

プランクトン組成はオキアミ類・端脚類・僥脚類・皮ノウ類・矢虫類・腔腸動物・珪藻類・夜

光虫の８グループについて，下記に基づく「c「法」を用いてそれぞれの出現割合の概要を表示し

た（資料２）。

７０％＜～：ｃｃｃ，４５％＜～≦７０％：ｃｃ，３０％＜～≦４５％：ｃ，１５％＜～≦３０％：＋’

８％＜～≦１５％：ｒ、２％＜～≦８％：ｒｒ，２％≧～：ｒｒｒ

ａ・沖合定線調査〔２月（Ｊ線）〕

北部の測点では僥脚類の出現割合が卓越していた。表面水温１７℃台の冷水帯が観測された

Ｓｔ、０３２ではサルペ類が非常に多く出現し，黒潮の縁辺部にあたっていたと考えられる。各

測点の出現生物はいずれも暖海外洋性のものであった。図３にプランクトン量を水温の垂直構

造と対比して示した。平均沈澱量および湿重量はそれぞれO32c9/hf・０．０３f;/流であった。

（大型のサルペ類・腔腸動物を除いて計量）0
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b・沿岸定線調査

４月：沿岸系水の張り出しと対応してＳＬＴ１．Ｔ５・Ｔ８・Ｔ９の各測点で珪藻類等の沿

岸系生物の出現がみられ，南部海域が黒潮系生物に占められていたのと対照的であった。

５月：伊豆半島沿岸海域にやや沿岸性の生物がみられたほかは全域にわたり黒潮系生物の出

現が卓越した。

６月：調査海域西部に沿岸性種の出現がやや多い傾向があり，新島～大室11}し付近には冷水

域と対応してプランクトン量の多い海域がみられた。伊豆列島線の東側は黒潮系生物が卓越し

ていた。

７月：三宅島以北の海域は沿岸系種と黒潮系種との混合域となり複雑なプランクトン相を呈

した。伊豆半島沿岸海域は特に沿岸系種が卓越して出現した。

８月：黒潮はＡ型侮況を呈し大島～新島間まで接岸して，調査海域全域にわたり黒潮系生物

が卓越して出現した。

９月：先月と同様に黒潮系生物が卓越して出現したが，伊豆半島沿岸海域にやや沿岸性と思

われる生物組成がみられた。またＳＬＴ４では周辺と異なるプランクトン相を呈し，滞留域の

存在が示唆された。

１０月：調査は北部海域に限られたが，全測点とも黒潮系生物が卓越して出現した。

１１月：海上模様が悪く全側点欠測

１２月：全測点にわたり黒潮系生物が卓越し，Sagiltaenflala等の矢虫類の出現が顕著で

あった。僥脚類ではEuchaeta属・Euchillera属・PIeu｢omamma属等の大型種が多く出現

した。

１月：黒潮系生物が卓越して大きな変化はみられない。僥脚類のBuchilIera属が非常に多

く出現した。伊豆半島沿岸海域には顕著な珪藻類の出現がみられた。

２月：全域にわたり暖海外洋性の生物が卓越して出現したが，北部海域にはParacalanus

parvusやOithona属・Oncaea属等の小型僥脚類が多く出現したのに対し，南部海域では

Eucbaeta属・Euchillcra属・Pleuromamma属等の大型僥脚類とサルパ類が非常に多く出現

した。

３月：引続き黒潮系生物が卓越して出現した。黒潮分枝流の認められた伊豆半島Ｓ線および

御蔵島周辺海域ではSagitlahexapteraやＳ・enflata等の矢虫類・オキアミ類とEucalanus

属・Euchille『ａ属・Pleu｢oｍａｍｍａ属等の大型僥脚類が特に多く出現し，プランクトン量も

かなり多くなっていた。
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図４沈澱量と湿重量の月別平均値

５月

沈澱量および湿重量の月別平均量の変化を図４に示した。年間平均値は沈澱量で0419％Ａ

湿重量で００６５/ｹｧﾉで，４９年度の平均値をそれぞれ下回っている。４９年度は沿岸系水と黒潮

系水との混合域がこの海域に形成されることが多く，特に夏季のプランクトン量が多かったが今

年度は夏季よりＡ型海況となり，プランクトン量が比較的少ない黒潮系水が卓越したため，８

月以降の出現量が特に少なかった。

(5)卵・稚仔出現状況

昭和50年４月から51年３月までの間に⑮Ｂネットおよび⑱ネットによってそれぞれ188回

の曳網を実施し，採集された魚卵・稚仔魚のうち種名の判明したものは科・属の段階まで含めて

４４科71種（魚９８９科９種・稚仔魚41科68種）であった。

このうち，昭和39年度の調査開始以来，新たに記載された確定種はアラハダカ（ＴＬ・’8.0～

４９．４ｍｍ）・イトヒキタラ（？）（３．２ｍｍ）・ヤベウキエソ（４．６～１１．７刀、）・カラストビウオ

（６０．７，J）・フウライカマス（144.0ｍｍ）・ペショウカジキ（６．４ｍｍ）・サパフグ（６．７～８４ｍｍ）

およびハクセイハギ（８１．３，１）の８種類であった。

前記２種類の採集ネットによる魚卵・稚仔魚の月別・調査区分別の採集結果は表３～４に示し

たとおりで，魚卵・稚仔魚についてそれぞれ全採集個体数と採集個体数の多い種類を上位５種類

まで示せばＥ２４～２５のとおりである。

なお，サペ型卵（サベ卵及びイトヒキダラ(?)卵）については従来より分類学的研究の遅れから，

、
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サペ卵あるいはサバ型（類似）卵と暖昧に記載され混同されてきたが，サバ型卵の分類学的研究

の進展に伴い，卵内発生がＢｂステージ以降に達したものについてサペ卵およびイトヒキダラ(?）

卵の判別が容易になった。このため本年度のサバ型卵については原則として１採集測点で１００～

２００粒採集されたものは全数を査定し，それ以上採集された測点では任意に１００粒を抽出し,サ

バ卵とイトヒキダラ(?)卵の判別を行ない，各々の採集側点での両種の出現割合からその側点での

出現数を算出し合計値を求めた。

これらの卵は同一時期・同一海域で産卵されたものでないため多少の変動はあると思われるが，

参考のため表２に査定結果を示す。

表２⑱ネットおよび⑮Ｂネットによって採集されたサバ型卵
（サバ卵およびイトヒキダラ(?)卵）の査定結果 (）内は％

D２６Ｃ
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a．⑮Ｂネットによる採集

Ｉ魚卵

全採集個体数は4,009粒であり，目の段階まで判明したものは１１種2,898粒（72.3％）

であった。

このうち，最も多量に採集されたのはイトヒキダラ(?)卵１，１０６粒（２７．６％）で，次いでサ

バ卵７４２粒（１８．５％）・マイワシ卵７１７粒（１７．９％）・カタクチイワシ卵３０２粒（７．５％）

・キュウリエソ卵１６粒（0.4％）の順であった。

なかでもキュウリエソ卵を除く上位４種類の総採集個体数は２，８６７粒で全採集個体数の

７１．５％を占めた。

Ⅱ稚仔魚

全採集個体数は２８９尾で，科の段階まで判明したものは９種１３９尾（４８１％）であった.

このうち最も多量に採集されたのはサバ８９尾（３０．８％）で，次いでシラス類１８尾（６．２

％）・カタクチイワシ１６尾（５．５％）・ヤベウキエソ７尾（2.4％）・マイワシ３尾（1.0

％）の順であった。

なかでも外洋中層性の小型魚であるヨコエソ科のヤベウキエソが７尾も採集されたことが

特徴的であったが，これらは従来分類学的研究のたち遅れからあまり査定されていなかった

種類である。

b、⑯ネットによる採集

’魚卵

全採集個体数は４９，５４９粒で過去１０年間の平均採集個体数をやや上廻る厳で昭和４６．

４２．４３．４１年に次ぐ採集量であった。

このうち目の段階まで判明したものは１３種４２，１９８粒（８５．２％）で，多量に採集された

のはイトヒキダラ(?)卵１７，８２４粒（３６．０％）・マイワシ卵9,584粒（１９．３％）・サバ卵9,518

粒（１９．２％）・カタクチイワシ卵3,363粒（６．８％）・ホウライエソ卵およびエソ科卵がそれぞ

れ１７粒（０．０３％）の１１個であった。

なかでも採集量の多かったイトヒキダラ(?)卵・マイワシリ'十サバ卵およびカタクチイワシ

卵の上位４種類の総採集個体数は40,289粒で全採集個体数の８１．３％を占めた。

特にマイワシ卵は近年の漁獲量の著しい増加に伴なって，採集個体数の増加がみられ，過

去１０年間の平均採集個体数と比較すると約１５倍の採集量を示した。

Ⅱ稚仔魚

全採集個体数は6,643尾で，過去１０年間の平均採集個体数の約１．５倍の魁で昭和４１年に

凸、

、

－２４－



次ぐ採集量であった。

このうち１１の段階まで判明したものは７１種４，６７０尾（７０．３％）で，多量に採集されたの

はカタクチイワシ1,253尾（１８９％）・サンマ９２６尾（１３．９％）・マイワシ５８１尾（８７％）

・ネズミギス４３７尾（6.6％）・サバ３６３尾（５．５％）の順であった。

上位５種類の総採集個体数は３，５６０尾で，全採集個体数の５３．６％を占めた。

また，本年度の採集個体数が多かったのは上記５種類の採集量がいずれも平年に比較して

多かった（平年の１～５倍）ことが主な要因であった。

⑮Ｂネットおよび⑱ネットによって採集された魚卵稚仔魚の出現状況の概要は以上のと

おりであるが，今回採集された稚仔魚の中には，採集個体数こそ少なかったが，主要漁獲対

象魚種であるマアジ（１４尾）・ブリ（６尾）・カンペチ（４尾）・タカベ（１０尾）・ベショ

ウカジキ（１尾）・サワラ（１尾）・ハマトピウオ（１尾）の回遊性魚類をはじめメジナ

（３３尾）・テンジクイサギ（１０尾）等の磯魚類およびムツ（１尾）の定着性魚類が採集

された。

２）主要魚種の漁況の推移と特徴

（１）サパ

４）昭和５０年度における主要魚種の評価の項参照

（２）ムロアジ

北部海域を中心としたムロ対象の棒受網漁業は昨年同様４月に開始されたが，５月に約１０トン

漁獲されたものの７月までは低調な漁模様であった。

８月以降漁況はやや回復し，８月６トン・９月２６トン・１０月１２トンの水場があったが，１１

月以降漁獲は皆無となった。

新島・式根島近海の小型巻網漁業は８月から開始されムロ２４トン・クサヤモロ８２トンを漁獲

したが，北部海域の棒受網漁業と|剛様に１１月には出漁船が皆無となった。

八丈島～青ヶ島近海のクサヤモロを対象とした棒受網漁業は８～１２月にかけて３３４トンを漁

獲したが，これは最近１０か年の平均をやや下廻るものであった。しかしこの漁獲量は９月に記録

的な風害を伴なった台風１３号の影響を受けたことや１０～１１月に荒天日数が極めて多かったこと

などを考えると，魚群来遊量の水準はむしろ豊漁年並みであったと思われる。

５０年のムロアジ類総漁獲量はムロ７６トン・クサヤモロ４２８トン・計５０４トンであった。月別漁

獲量を表５に示す。

３
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表５ムロアジ類月別漁獲量（カッコ内は廷出漁隻数）
単位：トン

漁業別ｌ魚種 1０月’１１月 1２月

１０ ２ムロ ２７ 1２

(１０） (７） (１１） (７）
北部棒受網

クサヤモロ ３

(３２）３

２０

ムロ

(８０）９ (７０）１２

３１

小型巻網

クサヤモロ 3３

(１） (１５８） (２１７）
１００

(７６） (６９） (２２０）
八丈島棒受網 クサヤモロ 0 ４４ ２４ ３０ １３５

1０ ５ ３６ムロ ２４

計

6７クサヤモロ 0 １３３ ５５ １３５３０

３）地域主要魚種の漁況の推移と特徴（その他の魚種）

（１）ハマトピウオ（春トビ）

本年のヘマトビウオ漁は１月２７日～２月２日に八丈島漁船によって鳥島で2,600尾漁獲された

のを皮切りに開始された。

主漁場である八丈島近海では２月１２日に初漁があったものの２～３月は冷水塊の影響を受けて

全く不振に経過した。３月下旬には海況が回復し，漁模様も徐々に好転し，４月７日頃からは１

隻１夜当りの漁獲量が1,000尾を上廻るようになった。しかし盛漁期は長続きせず，４月末には

主漁場が神津島～三宅島海域に移ったこともあって５月１０日をもって漁は打切られた。

神津島～三宅島海域では冷水塊の影響のなくなった４月中旬より漁が開始され，４月下旬～５

月上旬には八丈漁場を上廻る１隻１夜当り2,000尾以上の好漁があった。

また５月上旬には大島周辺で流刺網は操業されなかったものの，クモ網にて数100尾が漁獲され

たことは十数年ぶりの出来事であった。

月別漁獲量を表６に示す。

℃
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表６ハマトピウオ月別漁獲量
単位：万尾

漁 場 ５月 計

鳥島

スミス～青ヶ島

八丈島

三宅島以北

３
４
５

３

５
０
０

３
１
２
４

１
７
８
２

５
２
５
９

３
６
１

５
２
５

１

計

1９０凸

(2)スルメイカ

伊豆諸島近海におけるスルメイカはおおむね夏群・秋群および冬群の３つの群に大別でき，そ

れぞれを対象とした漁期に漁業が行なわれる。

本年の夏群は５月にケンサキイカに混獲されて漁獲が開始されたが，まとまった水場はなく，

７月にケンサキイカ漁か終漁するとともに漁獲されなくなった。

９月から始まった秋群の漁獲は１０月中旬に一時的に１隻当り７０ｋｇ程度の漁模様もあったが，

夏イカ同様全くの不振のまま経過した。

１１月下旬には冬群の漁獲が開始され，１２月上旬には１隻当り２００ｋｇ以上の好漁となった。

しかし１月以降は全く漁場が形成されず，わすかにヤリイカが漁獲されたのみであった。

波浮港に水場された本年の総漁獲量は３３トンで，４８年以来の低水準が続いた。また漁獲量の

７０％は１２月の冬群によって占められた。

(3)マカジキ

伊豆諸島近海におけるマカジキの漁期は例年１～６月で，突棒および曳繩によって漁獲される。

５０年１月中旬には三宅島近海に来遊がみられるようになったが，１月下旬～２月上旬は１日１

隻あたり１～３尾の低調な漁模様で経過した。

２月中旬には冷水塊が東遷してきたため，三宅島近海の魚群は逸散し黒潮系水の流入が認め

られた大島東仲に漁場が移動したが，漁模様は好転しなかった。

２月下旬から４月上旬にかけては，冷水塊の東遷に伴う黒潮流路の変動が複雑であったため，

黒潮北縁部に形成されるマカジキ漁場は御蔵島～青ヶ島の範囲で変化した。このため漁場の把握

が難しく，好漁船は１日ｌｏ尾以上の漁獲があったものの全体の水場は振わなかった。

０
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４月中旬には海況も回復し，４月中旬～５月中旬には三宅島～神津島を中心とした漁場で１隻

当り２～５尾の安定した漁模様が続いた。

６月以降も一部の漁船によってマカジキ漁が操業されたが，特記すべき変化はみられず漸次終

漁となった。

マカジキの月別漁獲量を表７に示す。

表７マカジキ月別漁獲量
単位：ｋ９

月 計６５３２
Ｅ

１
水揚地

６，２９０

６４，１８６

７，２７７

６，５６９

２６１

６，６６６

２６４

２５４曇|蕊
509

窯|簿

浮
津
宅
丈

波
神
三
八

港
島
島
島

２３，８１９

１２３９

４２１

８４，３２２２５，９８８１７，４４５２１，２７７１８，８６１8，８６３計 1，８８８

4）昭和５０年度における主要魚種の評価

（１）サ（

伊豆諸島近海における今漁期のサバ釣漁業漁獲量は約47,000トンで昨年をやや下[ﾛ1つた゜マ

サパの漁獲量は45年以降低下横ばいの傾向にあるが，顕著な下降はみられず一応安定的な状態を

保っているようである。

漁場水侃は冷水塊の影響を受けて２～３月は低回だったが，１月および４～６月は高月に経過

した。特に１２～１月にかけての水温は３６～３７年の同期以来の高温であった。

この漁場水温にほぼ対応して，漁場は大室出し→銭洲→タカセ・ヒョウタンセ→大室出し→勝

浦沖と推移したがこのうち大室出しにおける漁場形成期は８０日（全体の約６０％）におよび銭

洲が主漁場であった近年の傾向とは異なった本年の特色であった。

東京都のサバ釣着業船は前年同様わずかに１隻で，属地統計による波浮港への水揚量は３，７１０

ｋｇにすぎなかった。

（２）ヘマトビウオ

漁獲統計は１，９０３，３８０尾で，過去１０か年の平均２０６万尾をやや下回った。この主な原因は２

、
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～３月に八丈島近海が低温であったことと４月下旬～５月上旬に八丈島近海で時化や濃霧のため

出漁船が減少したことによるものであるが，三宅島以北では４月中旬以降好水温に恵まれ，昭和

４５年以降の最高漁獲量を記録し好漁船は１夜6,000尾以上の漁もあった。

最近１０か年のハマトビウオ漁期の海況は大なり小なり冷水塊の影響を受けている。漁期間全体

を大きな冷水塊に覆われた４５．４６年は１１０万尾台の低調な漁に終ったのに対し，冷水塊が遠州

灘にあって黒潮が列島線を北上したいわゆるＢ型の４２．４７年は３００万尾前後の豊漁となって

いる。

本年は中規模冷水塊の影響を２～３月に受けた点で４８年の経過と類似しているが，４８年は海

況回復後の４月に黒潮が御蔵島～八丈島間を流去し，八丈島に濃密な魚群が集合したのに対して，

本年の４月は黒潮が三宅島以北を流去し，八丈島では顕著な集合が短期間に終わり，むしろ三宅

島～神津島に好漁場が形成された。

表８ハマトピウオ漁獲量
(単位：万尾）

漁場 計三宅島以北八丈島スミス～青ヶ島鳥島
年

９
０
８
９
２
１
６
１
６
０

６
４
５
８
１
１
８
８
３
９

１
３
１
１
１
１
２
１
２
１

２
９
２
４
１
４
６
６
７
４

２
５

４
１

１
１

２

７
２
１
８
０
０
０
１
８
２

６
５
５
８
５
６
３
２
６
８

１
１
１
１

９
７
１
９
４
９
０
１
９
１

３
６
９
２
３
２
１
４
５
７

１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

４

5．漁況海況予報事業実施上の問題点

１）調査研究上の問題点

（１）本年の８月以降は漁況海況予報事業が始まって以来，初めてＡ型海況として経過した。

－２９－



伊豆諸島近海におけるＡ型海況は黒潮が三宅島以北を流去する安定した海況と考えられていた

が，海嶺の支脈（神津島～銭州を含む海嶺）に沿ってしばしば発達する分枝流やその盛衰によっ

て変化する房総・相模湾系水の影響によって，地域的な海況変動が想像以上に大きくかつ迅速な

ことを知った。このため千葉・神奈川・静岡の隣接各県とは可能なかぎり同時観測が望まれる。

また観測期間のブランクを補うために現在行なっている各島の定地水温観測は非常に有意義な

ものであるが，支脈の先端にあたる銭洲付近にプイロポットを設置することは定地水温観illIl網の

価値を飛躍的に増大せしめる。

（２）現在東京都が取り扱うデータは水温値だけをとってみても年間約6,000個におよびさらに塩分

値・流向・流速や気象データを加えた個数は優に１万個を上.回る。

これらのデータを解析することは現在の人員と電卓の能力をこえるものであり，今後さらに

データが蓄積されていくことを考え合せると少なくともマイクロコンピュータ・クラスの計算機

が必要である。

2）予報作成上の問題点

（１）年３回発表される東海区の長期予報に基づいてハマトピウオ・マカジキ・メジ・クサヤモロ等

の予報を行なった。

海況との対応はかなり適中したものの，来遊量の予測や短期的な漁場形成要因の把握は困難で

あった。

今後，資源・生態についての研究を大きく進める必要がある。

（２）上期の長期予報のほか，漁期間中の短期予報や速報は極めて重要な仕事であるが，現在予報発

表の手段として郵送を中心としているため，マカジキ・メジ等短期間に漁況が変わるものに対し

ては効果が少ない。

とくに島喚問の情報伝達という事情を考慮してテレファックスの導入や留守番電話の設置等を

検討する必要がある。

●

も
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